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研究成果の概要（和文）：19 世紀末から 20 世紀にかけて活版印刷により日本と韓国で編纂された両国語

の「学習書（①辞典及び文典類，②会話類，③単行本類）」のうち，対訳として本文或は例文を持ってい

る文献資料を「多言語文献資料」と定義し，調査を行った。本研究では調査資料の検証により韓国語の活

字字形一覧を制作し，改刻の状況を示した。また，そこから抽出された字形の設計方針，各字種の字面比

およびウエイトの段階，活字サイズの変化の有無について結論を得た。特に日本，韓国と中国（上海）に

おいての「多言語」文献・資料の調査結果から，金属活字を通じた活字の開発の関係および文化交流を明

らかにし，報告書でまとめて国内外の国会図書館や関連大学の図書館などに寄贈した。 

 

研究成果の概要（英文）：From the early 20th century to the late 19th century, typography was 

compiled from Japan and Korea. Multilingual tutorials such as ① dictionaries and grammar books, 

② phrase books, and ③ general books, which are examples of the spectrum of the types of 

“Multilingual Literature Materials,” were used for conducting the investigation. In this study, 

we verified an “Inventory list of typography glyphs” through surveys of Korean typefaces, 

identifying revisions and efforts to improve reliability by matching past versions to the font 

of the latest printing technology and standards, thus, providing a historical tracking record for 

the next generation. We also report the current state of the cleanup effort and the nature of each 

typographical phase-change: policy-shaped design, proportion and weight, type fonts, and type size. 

Among Japan, Korea, and China (Shanghai), the “Multilingual Literature Materials for Research” 

evolved from the development of movable metal-type technology and through relationships and 

cultural exchanges. This document, with its data cleaned up and in a report format published through 

Japan’s, Korea’s, and China’s relationship with the Library of Congress, was donated to the 

university library.  
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１．研究開始当初の背景 

韓国における活字研究及び字形研究は李朝銅活字

が主流であり，近代活字についての研究は皆無と

いってよい。日本においても活字の字形について

の研究は関西の研究者を中心とした近世木活字に

振れており，近代活字の分析はかろうじて小宮山

博史が『明朝体 日本への伝播と改刻』の中で，

五号明朝体について 216 字のサンプル文字を抽出

して，14 年間の変化を追跡した研究だけである。

これらの研究は，韓国でも日本でもその国の中だ

けの視点でおこなっているにすぎず，近代活字が

ヨーロッパ・アメリカの印刷史と技術の延長線上

にあるという視点が欠落している。ヨーロッパで

作られた漢字書体が上海に集積され，日本そして

韓国へ伝播していったことは想像に難くない。韓

国語活字もヨーロッパでは 19 世紀には研究され

ていたし，日本でも明治 10年代後半に作られた辞

書の印刷に使われていた。しかしその追跡あるい

は分析は未だ行われていない。 

本研究は，これまで進めてきた韓国語タイプライ

ターの字形研究や各種韓日辞典の分本研究を通じ

て，韓国語活字と漢字活字の字形研究の重要性と，

活字を介しての韓日交流史構築の必要性を認識し，

明治初期・李朝末期の漢字活字・韓国語活字の開

発と伝播をより詳しく追跡し分析をおこなう。 

 

２．研究の目的 

韓国・日本とも縦書きの文字文化を持つ。その字

形の大小広狭には当然のことながらある程度の違

いがある。それを同一の正方形のボディに収める

とき，なにが失われ，なにが加わったのか。統一

された書体構成を意図すれば，既成の手書き書体

のどれをもとに展開するのか。その上に韓国語と

漢字，漢字と仮名という共通性のない字形を混植

したときウエイトの設定をどうするのか。それは

密度の違う文字種のウエイトをどう設定するのか

に関係する。活字サイズの設定と調整はどのよう

におこなわれたのか。本文サイズはどう決定され

たのか。そして文字活字にとって必要不可欠な改

刻はどのようにおこなわれたのか。それらを印刷

資料の分析で明らかにし，さらに韓国と日本の文

字活字の共通点と相違点を抽出し，また両国にお

ける多言語混植の問題点も抽出したい。これらを

本研究の目的とする。 

 

３．研究の方法 

(１)平成２1年度 

韓国・日本における明治初期・李朝末期の活字印

刷物の調査と収集。特に韓国内における活字印刷

による辞書を含む書籍の収蔵調査及び印刷関連資

料の発掘を進めた。 

① 韓国語の字形分析期間を 18世紀末から 20世 

紀初頭までに設定し，この期間中に印刷された調

査文献を刊行年別に選定して時代区分を行った。 

② 国内において初期の活字印刷による辞書を含

む書籍の収蔵調査及び印刷関連資料を発掘した。 

③ 韓国において活字印刷による多言語辞書を含

む各種書籍の収蔵調査及び印刷関連資料を発掘し

た。 

(２)平成２２年度 

収集した活字印刷資料の分析と分類。漢字及び韓

国語を，選定したサンプル文字で各個の活字字形

についてその異同を照合すると同時に，改刻状況

を明確にした。 

① 分析対象文献資料の形態の確定：会話，文典 

辞典，読本文献の中から日本と韓国で使われてい

る活字書体の字形が同一であるか，別字形である

かを判定した。また印刷された両国の書籍から活



字サイズの測定と，組版ルールの抽出を行った。 

② 聞き取り調査：韓国・日本ともに金属活字が

消滅した現在，当時の現場の状況を早急に記録し

なければ失われてしまうおそれがある。活字製造

業者，活字設計・種字彫刻の職人の高齢化が進む

中聞き取り調査によって記録した。現在までの調

査では韓国・日本ともに 3人程度が可能である。 

(３)平成２３年度 

字形について，漢字・韓国語の活字字形一覧を制

作し，改刻の状況を示し，そこか抽出された字形

の設計方針，各字種の字面比およびウエイトの段

階，活字サイズの変化の有無について結論を得た。

これらの調査結果と文献から，韓国と日本の金属

活字を通じた関係および文化交流を明らかにした。 

① 韓国語の活字字形一覧の制作：「多言語資料」

の分析から各各文献に現れた漢字，韓国語の字形，

字素，画について分析した結果を年代順，文献名

に字形を分けて一覧の作成を行った。 

② 書体用の代表文字の区分：現在書体開発にお 

いて「書体用の代表文字」の基準の 142 文字を韓

国語の基本構造である６パターンの形態で区分し，

その代表的な文字を抽出した。     

③ 字形の設計方針：以上の字形を，字素の形態 

を決める要素（字素の構造，字素の大きさの比較

など）と，画の特徴を決める要素（セリプの有無，

画の太さなど）を中心に処理を行った。 

 

４．研究成果 

本研究では，韓国語の活字字形一覧を制作し，改

刻の状況を示し，そこから抽出された字形の設計

方針，各字種の字面比およびウエイトの段階，活

字サイズの変化の有無について結論を得た。 

この成果は，今後の韓国タイフェイスデザイン・

教育分野や韓国語フォント開発などにおいて重要

な基礎資料となることが期待される。 

また，本研究の大きな成果の一つは，戦後初めて

日中韓のタイポグラフィ研究者が上海でセミナー

と意見交換を行ったことである。東アジアの中国

と日本，韓国においての「多言語」文献・資料の

調査結果から，金属活字を通じた活字の開発の関

係および文化交流を明らかにし，報告書でまとめ

た。本研究の成果は以下の通りである。 

(１)平成２１年度 

「多言語資料」から，各文献に現れた漢字，韓国

語の字形，字素，画について分析し，その結果を

年代順，文献名，字形に分けた一覧の作成を行っ

た。 

① 期間の設定：日本・韓国における明治期（1880

年代，1890年代，1910年代），大正期（1920年代），

昭和期（1930年代，1940年代）。 

② 文献の選定：日本・韓国における新式鉛活 

字により活版印刷で刊行された①辞典及び文典類

（11点），②会話類（42点），③単行本類（21点）。 

③ 文献資料の形態：①の時期に刊行された「多

言語文献資料」の書目の整理や諸本の活字書体の

検討による調査資料の形態の分類・分析し整理し

た。 

(２)平成２２年度 

① 本調査では，現代の文字の使用頻度調査統計

の全体の音節数（韓国語総文字数 1,008,200）で

はなく，外国語の多言語辞典で提示している文字

を基準としている。基礎資料として韓国語使用率

の調査を取り上げた。本調査では，19世紀の韓国

語使用頻度と活字の使用状況，また活字の生産な

どについて把握することができる。さらに一般的

な辞典のテキストを基礎資料として利用したこと，

つまり使用頻度を調査したことは今後の新字形の

開発に大きな意義がある。 

韓国語の基本構造である６パターンに合わせて，

韓国語使用頻度調査により使用度が高い上位 500

位から，142 個の代表的な文字を抽出した。その

結果は表の通りである。 

韓国語使用と関連した最初の調査は，1955年に韓

国の文教部（日本の文科省に該当）で実施した

『我々言葉に使用されている文字探し調査』であ

る。今回の『明治字典』（1885）調査の場合は，二



つの特徴がある。一つ目は，漢字の画数の順位で

入閣したこと。二つ目は，言語の使用順位ではな

く，字典に載せてある単語を基準にしたこと。  

 

 

 

  ●書体用の体表文字の抽出の結果 

 

 

●書体用の体表文字の分類 

1）１形：이
イ

，사
サ

,지
ジ

,리
リ

,다
ダ

,나
ナ

,여
ヨ

,아
ア

,거
キョ

,러
ロ

,어
オ

,

버
ボ

, 기
キ

, 가
ガ

,치,자
ジャ

,하
ハ

, 바
バ

,시
シ

,려
リョ

,니
二

,차
チャ

,비
ビ

,계
ゲ

,라
ラ

,

예
エ

,저
ジョ

,져
ジョー

,머
モ

,야
ヤ

,너
ノ

,더
ト

, 허
ホ

,미
ミ

（以上 36文字） 

2）2 形：우
ウ

, 부
ブ

, 오
オ

, 노
ノ

, 수
スウ

,고
ゴ

, 요
ヨ

,도
ド

,구
グ

, 모
モ

, 추
チュ

, 

교
ギョ

,소,
ソ

두
ドゥ

, 무
ム

, 로
ロ

, 조
ジョ

, 주
ジュ

, 드
ヅ

, 쇼
ショ

, 그
グ

,스
ス

, 보
ボ

, 호
ホ

, 

느
ヌ

,효
ヒョ

（以上 26文字） 

3）3形：할
ハル

,인
イン

,일
イル

,질
ジル

,신
シン

,란
ラン

,릴
ニル

,성
ソン

,길
キル

,갓
カッ

,경
キョン

,항
ハン

, 

질
ジル

,장
ジャン

,간
カン

,람
ラム

,건
コン

,션
ション

,방
バン

,장
ジャン

,편
ピョン

,양
ヤン

,영
ヨン

,만
マン

,약
ヤク

,

힐
ヒル

,탄
タン

, 셩
ション

, 찬
チャン

, 참
チャム

, 갑
カップ

,갈
ガル

, 날
ナル

,단
ダン

,막
マク

（以上 36文字） 

4）4 形：의
ウィ

,긔
グイ

,회
ヘェ

,뷔
ビィ

,귀
ギー

, 뫼
ミョ

,희
ヒ

, È
ウァ

,취
チィ

,위
ウィ

,최
チェ

（以上 11文字） 

5）5 形：을
ウル

,울
ウルー

,홈
ホム

,를
ヌル

,불
ブル

,흘
フル

,클
クル

,금
グム

,못
モッ

,공
ゴン

, 굿
グッ

, 

동
ドン

, 복
ボック

, 속
ソック

, 욕
ヨック

, 흔
フン

,물
ムル

,즐
ズル

,촉
チョク

,즛
ズッ

,움
ウム

,중
ジュン

,돈
ドン

,

근
グン

,곤
ゴン

,굽
グップ

,홀
ホル

,승
スン

,출
チュル

,통
トン

, 슉
シュック

,용
ヨン

,붓
ブッ

,돌
ドル

, 홍
ホン

,군
グン

（以上 35文字） 

6）6 形： 광
カァン

, 황
ハァン

, 완,
ワァン

딀
ヂィル

, 될
デェル

, 즬
ジル

, 칄
チル

 

（以上 7文字） 

(３)平成２３年度 

以上の字形について字素の形態を決める要素（字

素の構造，字素の大きさの比例など）と，画の特

徴を決める要素（セリプの有無，画の太さなど）

を中心に処理を行った。 
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